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第 65号 (1992)

(その)

議会

はじめに

は磐田原台地南部の台地上に位置しており、周辺部は微妙に地形が変化している O

地学部気象班では、学校周辺の微地形が小気象にどのような影響をおよぽしているのかを調べるため

に、 7年前から多数の観測点をもうけて気象観測を行ってきた。そして磐田原台地の気象(そのム

その 2)としてまとめた。その内容は気温分布、視程と天気、季節と雲の種類、雨量分布などである O

は微地形と気象の関係を別の視点からとらえようと思い、風について研究することにし J叩

この研究は、台地およびその周辺に吹く風が、微地形の影響をどのように受けているのかを知ると

いう日的で行った。また視程についても、観測した季節別に経年変化を調べることにした。

図 l 観測地域の地形と観測地点 (0印)
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l 徴地形による風の吹き

(1) 測定方法

測定は 88年 7月から 91年 7月の間に数回行った。

本校屋上をセンターとして磐田原台地およびその周辺

に 138の観測地点、をおいた。

センターでの風の測定と各地点での嵐の測定は同時

に行った。センターの風向別に各地点での風の吹き方

を考察するためである o 1地点の測定時間は 8分間で

15秒おきに風向をお方位で調べ計 32目測定した。 32

回の測定に対して各方向に吹いた回数を%で表し、

レー夕、ーグラフにまとめ主風向を求めた。

(2) 結果と

以上のようにして求めた主風向を、

の風向別にまとめ地点、地図に矢印
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図 2 レーダーグラフの例

した。その 3であ
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ま 3をもとに、{殻地形における

の数が多くなるにつれ矢印アピ

O 

図 4から次のよう よみとれる O

のところでは、東より

り(矢印⑤)、

30~40 n1 

となっているが、台地面の器地や今之浦

よりの風に変わる(矢印⑥、

いており(矢印⑬、矢印⑬)、

器地で

印⑦、 O 

印の

じ方向の風が吹く

したものである O

まで矢印はのばし

を吹く 10~20 m 付近の しているようである O印⑦、矢印③)と

のほう し:'0まり
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きあげる傾向がみられる O しかし、つつじ公

まっていない。矢印①(台地下)と矢印④

ではほぼ同じ風向であるが、台地下の器地

め、風向が微妙に変わってくる O



間3 地点、撤回の餌ti (センタ

図ヰ 国 3をもと を表した
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4つの地点地図からどのように風が吹いているのかを調べ、次のようなことが分かった。

くセンターが東風の場合〉

① 台地上の南端部では、センターと同じ東よりの風となって吹く。今之浦の低地(標高 10m以下)

では、南東から南の風になって、低地から谷に向かつて北上する風となる O

② 調査地域北部の台地平坦部(標高 30~40 m)では、センターの風向とほぼ同じ東南東の風となっ

③ 台地西の低地では、台地南端部を吹く東風が台地西の崖に沿うように南よりの風に変わること

が顕著に見られる O

くセンターが西風の場合〉

① 台地西の低地で

ているが、標高 10~20 mの谷を北上する風とは

もほとんどなく

るように吹く。

な西風であるが、 を吹きあげた風は、

台地の西側(台地端から 200m位まで〉では風向が定まらず、乱れた風となって吹く傾向がある O

しかし、台地中央部までくると、比較的安定した西よりの風を示すようになる O

② 台地上の西よりの風は、台地東側の崖(標高差 10~20 m)に沿うところで大きく古しれやすい。

③ 夏、今之浦へ吹き降りた西風は、乱れながらも南よりの風になって谷を北上する傾向を示すが、

くる風もあり、 2つの

にいえること〉
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の崖の下側と上側の のモデルはア

12 

① 

し、

② 

の

し〉

③ 

向

近の

るO

18日センタ

の下慨はラ 10ラ11事 12ラ13雪 15雪

は定まっ

てイパスに沿った 2地点(

いつも西風になっており、

いることが分かる O

30， 31， 33の患の西側

だが、端より 200m

(45ラ 47雪 49) では

いる O

1 

しにおっ

20~40 では風

いっ

していに/ぷつ

イ

(右のモ

35は

い。しかし、

71， 7仏 69雪

風になり

は、

ある

65， の

ところで

ノレカヨ

命
小 とセンターの風向との アピ 次のようなこと つ1'-0 

除け

ずれが比較的小さい。しかし、

る{頃向がある。

まって

5 アの場合の患の吹き
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(1) 目的

苦から天気は人間のくらしと密接に関わりながら変化をしており、天気予報は生活に欠かせられな

いものである O 現在は気象衛星などのおかげで、広い地域の雲の分布などは、手にとるようにわかる

時代であるが、限られた地域の小気象は、その場所特有の変化を示すものと考えられ、また、

気にたよる部分が大きいことから、視程の観測をはじめた。最終日的は視程から天気を予測すること

であるが、今回は最近話題になっている大気汚染が視程に影響を及ぼしていないかと考え、視程の経

年変化を調べることにしハィ

(2) 観澱のしか

とし」 ある を定め、そ ュ}[買に、 B" C...... とする O

うからj慣に、 3-2-1-0と4 るG と、 1日3 るO

(3) 処理のしか

1985 の約 6
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しやすい 6つ

日妻女が 20の

日に ラフに示していない。
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エ小笠山

は徐々に悪くなる傾向がみられるが、イ也の自

オ グランドホテノレの左の山

は全体的に悪くなる

カ 磐田北高背後の低い山

年から視程が悪く

いる O 夏と冬の視程は、

に比べれ はよいほうである O

を示している O

によりばらつきはあるが、その後も徐々に悪く る傾向を示し

との差が大きい。
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②目

海側

の山どうし

によるちがいや、海と山などのちがいを比較し考察し 1，-0 

がある O また、方位が異なり、

は悪化していることがわかる O の

ん いるが、それ つ 北側に る山も 87

激に し、 し い。しかも、都市よりもその傾向は しい。このことから、内陸部の

しユカヘ と えられる O

③ 自 の変化を よし につい し、 し O 

コ士間ム十治め般即斗レ宜桜子ふ爪 rI r '1'1'ど 、 自 ことから、浜松の 増加や周

辺地域の都市化による に及んでいるものと えられる O

(5) まとめ

① 変化

1985 ヰかり l~~U こ午札かりし o こ午 i田1j つ

るが、いずれも全体的に悪化の傾向を示し

よくなり、夏は湿度が高く、

えられる O しかし、

る傾向はみられない。

② 目標物と視程の変化

において視程は、秋と冬がよく、夏が悪くなってい

いる O 冬は乾燥して大気中の水蒸気が少ないために視

けて視程が悪くなるものと

による変化のばらつきはあるものの、視程が懇くな
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ほとんどの自標物の視程が、 87年頃から急に悪くなっている O これは、景気拡大(バブル経済)

のはじまる頃にあたり、浜松市の交通量の増加や都市化の周辺部への拡大によるものと考えられる O

特に三方原台地の視程の悪化が目立ち、観測開始当時から 90年までに平均視程は1.1も悪くなって

しユる O

海岸線付近や海に近い浜松の視程については、悪化する傾向が小さいのに比べ、三万原台地、グ

ランドホテルの左の山や磐田北高背後の低い山では、視程悪化の傾向が大きく現れている O 小笠山

では、視程が悪化する傾向はやや大きいが、視程はよい。

これらのことにより、都市化で汚染された大気は海岸に近い所では拡散されやすく、内陸へいく

に従って拡散しにくくなると考えられる O

3 感想、と今後の課題

(1) 徴地形による嵐の吹き

風は一定に吹き続けるというものではなく、患をするように吹き、しかも平面的ではなく、

的な空間で空気が移動するものであり、微地形による風の傾向をとらえることは大変難しい。

観測をはじめたばかりの頃は、データを処理して主風向を決め、観測地点に風向をプロットしで

もばらつきが大きく、はっきりした傾向を見いだせず不安であった。しかし、観測百数を

地域を網羅できるようになると、台地や谷の地形、市街地の建物が風向に影響していることを

けだすことができて
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